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① 防災行政無線について 

 防災行政無線のデジタル化にされたが、少なくない地域から「聞こえなくなった」

「以前は聞こえていたが、聞き取りづらくなった」などの声が聞かれる。 

先日のホットミーティングのなかでも同様の意見が出たと聞いている。 

以上のような内容から以下の点を質問する。 

（１）デジタル化の変更により、以前より悪くなったとの要望はどれくらいあった

か。 

（２）聞き取りづらくなった原因はなぜか。 

（３）どのような対応をしているのか。改善されているのか。 

（４）大村市では家庭用スピーカーを貸与している。本町でも取り組むべき課題と

思うがどうか。 

② 子ども医療費の助成制度拡大について 

 ４月から本町でも子ども医療費の助成が小学校卒業まで拡大されたが、県下で

は、中学校卒業まで拡大されている自治体が多数ある。 

当初の提案の時にも、推移をみて今後も検討したいと説明を受けたいが、来年度よ

り他自治体と同じように、中学校卒業まで拡大する考えはないか。 

③ 安全に生活する上での交通環境整備について 

昨年９月に町道の改修を求めた質問の中で、当時の説明では改修が必要な箇所が

６７９路線の約１４４メートルと大規模な改修が必要なことが明らかになった。そ

の後、全町的に道路の状況調査を行い、改修に向け準備が整ったと思われる。特

に、東高田自治会の道路状況は劣悪で、靴の底が破損する道路状況にある。早急な

対策が必要である。また、同時に地域の住民からは、県道に合流する際の不便さも

要望としてある。 

先日、自治会長も含めての地域要望の中に、信号機の設置要望を行ったが、いず

れも、信号機が隣接するため設置不可能との回答を受けた。東高田地域からの県道

合流は大変危険で信号機の設置は必要であり、改めての信号機の設置を求め以下の

質問を行う。 

（１）東高田自治会地域の道路改修はいつ頃から行う考えか。 

（２）道路改修の年次計画は策定できたのか。 

（３）東高田地域から県道へ合流するための信号機の設置ができないか。 


